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若
年
性
認
知
症
の
家
族
の
皆
さ
ん

　
　
『
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
』し
ま
せ
ん
か

問  

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

●『
お
し
ゃ
べ
り
会
』の　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
人
と
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
し
た
い
で
す
。困
っ

た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
対
応
を
し
て

い
る
か
な
ど
を
、他
の
人
と
話
し
て
み
る
こ
と

で
、本
人
と
家
族
だ
け
で
は
進
ま
な
い
こ
と

が
、ち
ょ
っ
と
で
も
進
め
ば
と
思
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
13
日（
木
）
　
13
時
30
分
〜
14
時

30
分　

※
出
入
り
自
由

と
こ
ろ
／
大
仁
地
区　

Ｍ
さ
ん
宅（
最
寄
り

駅
：
田
京
駅
）　

駐
車
場
あ
り

※
申
込
時
に
詳
し
い
場
所
を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
／
若
年
性
認
知
症
の
人
の
家
族
や
介
護

を
し
て
い
る
人

申
込
／
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）７
３
１
１

●
若
年
性
認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
が
な
る
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。64
歳
以
下
で
発
症
す
る
認
知

症
を「
若
年
性
認
知
症
」と
呼
び
ま
す
。平
均

発
症
年
齢
は
51
歳
で
す
。

　

平
成
29
年
度
〜
令
和
元
年
度
に
実
施
さ
れ

た
調
査
に
お
い
て
、日
本
に
お
け
る
若
年
性

認
知
症
者
の
総
数
は
３
万
５
，７
０
０
人
と

推
計
さ
れ
ま
し
た
。

●
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　

夫
が「
認
知
症
」と
診
断
さ
れ
た
の
は
50

代
の
時
で
し
た
。急
に
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

の
で
す
。

　

夫
の
介
護
を
経
験
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、

若
年
性
認
知
症
の
相
談
窓
口

早
め
に
相
談
す
る
こ
と
で
、将
来
の

生
活
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
専
門
の
病
院
は
ど
こ
？
」

「
経
済
的
に
不
安
…
」「
ど
う
接
し
た
ら
い

い
の
？
」「
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
欲
し

い
。」な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
若
年
性
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

と
き
／
月
〜
土（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

10
時
〜
15
時

　

☎
０
８
０
０（
１
０
０
）２
７
０
７

〇
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会

　

と
き
／
月
・
水
・
金（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）　

９
時
〜
16
時

　

☎
０
５
４（
２
５
２
）９
８
８
１

〇
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
静
岡
県
支
部
）

　

と
き
／
月
・
木
・
土（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）　

10
時
〜
15
時

　

☎
０
５
４
５（
６
４
）９
０
４
２

〇
長
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　

☎
０
５
５（
９
４
６
）０
６
９
２

〇
韮
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
５
５（
９
４
９
）９
２
１
３

〇
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
８（
７
６
）７
３
１
１

一
人
で
考
え
、孤
立
し
た
介
護
は
避
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
夫
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
時
点

で
、近
所
や
周
囲
の
人
々
に
も
話
を
し
、お
か

げ
で
色
々
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。介
護

は
一
人
で
は
な
く
、大
勢
の
人
の
手
で
分
散

し
、少
し
で
も
楽
な
介
護
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

介
護
中
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
し
な

が
ら
、で
き
る
介
護
を
す
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
し
、大
変
な
時
は
介
護
仲
間
に
相
談
し

て
つ
ら
い
思
い
を
吐
き
出
し
、ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、介
護
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
と
思
い
ま
す
。

若年性認知症の夫
と暮らすMさん

若年性認知症の夫を
介護した大川さん

介
護
手
当
の
お
知
ら
せ

問
長
寿
福
祉
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

　

市
で
は
、
介
護
が
必
要
な
人（
介
護
保
険

の
要
介
護
度
３
〜
５
）を
、
基
準
日
ま
で
の

６
カ
月
以
上
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に

対
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
毎
年

７
月
１
日
と
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

『
介
護
手
当
』
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
１
月
初

旬
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
で
通
知
の

届
か
な
い
人
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

支
給
額
／

　

１
回
あ
た
り
３
万
円（
た
だ
し
要
介
護
４
・

５
の
認
定
を
受
け
て
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
１
回
あ
た
り

６
万
円
）

支
給
対
象
／

　

基
準
日
以
前
６
カ
月
以
上
、
要
介
護
者

（
※
）と
同
居
し
生
計
同
一
の
介
護
者（
生
活

保
護
受
給
者
を
除
く
）

※
要
介
護
者
と
は
…
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

・
基
準
日
に
市
民
で
、
基
準
日
以
前
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人　

・
基
準
日
以
前
６
カ
月
の
間
に
、
病
院
入
院
、

施
設
入
所
や
短
期
入
所
の
合
計
が
44
日
以

下
で
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
け
て
い
な

い
人

申
請
場
所
／
長
寿
福
祉
課（
大
仁
庁
舎
）

申
請
期
間
／
申
請
書
受
取
日
〜
１
月
28
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

持
ち
物
／
申
請
書
・
振
込
先（
介
護
者
）の

通
帳
の
写
し

▲若年性認知症
　コールセンター

伊豆の国市地域自立支援協議会
一般報告会を開催します！

問 障がい福祉課
☎ 0558-76-8007　℻ 0558-76-8029

　あなたは、近所に住んでいる障がいのある人のこと、障がいのこ
と、どのくらい知っていますか？
　知っているという人も知らないという人も、ぜひお越しください。
みんなでつくる伊豆の国市で、障がいのある人もない人も私らしく生
きていくこと、始めませんか？

とき／令和４年1月22日（土）13時30分～15時
ところ／アクシスかつらぎ　多目的ホール
内 容／事例発表 「沼津特別支援学校伊豆田方分校
と四日町花の会の交流事例」、パネルディス
カッションテーマ「障がいのある人が地域で暮
らしていくために」
そ の他／事前申し込み不要。手話通訳有り。新型
コロナウイルス感染拡大状況により、報告会を中
止する場合は、HPなどでお知らせします。

障がいのある人もない人もみんなが幸せ！


